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そろそろ決着を見たい！

第2部

山崎勝之（予防教育科学アカデミー理事長）

対象者：学校の関係者，研究者，学生，一般の方もどうぞ

定員（60名）になり次第締め切ります。 参加無料
※参加者の映像と音声は出ません。質問はテキストで受付けます。
予防教育科学アカデミー・ウェブサイト「お問い合わせ」からお申し込みください。
http://www.yobokyoiku-academy.com/お問い合わせ

いじめは本当に増えているのか： 調査の結果を読み違えていないだろうか

いじめのとらえ方を考え直そう： 出発点を間違えば，真実に行き着けるはずがない

いじめが起これば，誰もが被害を受ける： 加害者も傍観者も傷を負うことになるのだ

いじめは発見できる，発見しなければならない：「発見はむずかしい」と誰が言ったのか

いじめの対処や予防は， 言葉で教えても空しい： 学びのメカニズムの本質を知ろう

いじめ加害を防ぐ、止める： 誕生後まもなくゆがみが出るが，ひるむことはない

傍観者を根こそぎ動かす： 山が動き、学級の風景が一新されるとき

学校いじめ対応システムの構築： いじめは個人では対応できないと知れ

救世主になるか，いじめ学校予防教育： 本当の予防を，ぜひ見てほしい

決着を見るために，話さなければならないこと（予定）

NPO法人 予防教育科学アカデミー 2020年度 オンライン（Zoom）講演会

3月13日 土 14:00-16:00

いじめ問題を
根元から

考えなおしてみよう！


